
東南アジア研究 10巻 2号 1972年9月

国家 と宗 教 にか ん す る一 考 察 (皿)

- タイ仏教 における Ecclesiaの成立 とその意義 -

石 井 米 雄

TheFormationofaNationalEcclesiainThaiBuddhism･.

AnEvaluationofTheSan色haLaw of1902

by

YoneolsHII

Throughoutthecriticalperiod ofthelatelワthand early20thcenturieswhen

Buddhism in theneighbourlng countriesweremoreorlessthreatened bycolonial

reglmeS,ThaiBuddhistOrder且ourished undertheunchanglngPatronagegiven by

p10uSkingswhoremainedas"aDefenderoftheFaith." Itwasthcexpansionrather

than thedeprlVation orreduction ofroyalsupportthatconcernedwiththeSiamese

Sanghawhich claimed itstraditionalautonomy. Politicalandadministrativereforms

enabled thekingstoexerthispowerseffectively alloverthekingdom,when they

soughttoextend theircontrolbeyondahandfulofroyalmonasteriesinandaround

thecapital. Thousandsofprovincialtemplesweretobemobilizedtohelpdeveloplng

thenationalschemeofeducation. Thepromulgation oftheSanghaLaw of1902,
gearedorlglnallytoservethemundanepurpose,gaveatremendousimpactuponThai

Buddhism and eventually created asituation inwhichnosectarianmovementcould

缶nditsplaceandonly`̀extraccclcsiam nullasalus"prevailed.

は じ め に

前世紀の末,ある英国の植民地官吏は,ビルマの仏教について,つぎのような見解を述べて

いる｡1)

｢ビルマ人は 『信仰の擁護者』(aDefenderoftheFaith)である国王不在の宗教というもの

を概念することができない｡サンガの役僧は,国王が任命 し,サンガの統治は,国王が行なう

ものである｡だから,王制が廃止されて しまった以上,ビルマの民衆にとって,もはや宗教は

存在 しないのだ｡｣

*京都大学東南アジア研究セ ンタ-

1) Smeaton,I).TheLoya/Karcn∫ofBurma. lJOndon,1887,quotedinvonderMehden(1968):124.
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この一文は,東南アジアの大陸部諸国に弘通 した,南方上座部仏教の本質に触れる部分をか

なり的確にとらえている｡ビルマ仏教が,ともかく植民地支配の60年を往きおおせた,という

歴史的事実の存在する以上,国王とともに仏教 も滅んだ,という断定は,誇張にすぎるとはい

え,国王の手厚い庇護の下に繁栄 してきた仏教が,その保護の手を外来の植民者に奪われた結

果,大きな変質を迫 られたであろうことは想像に難 くない｡本来,超俗をたてまえとすべき仏

教僧が,ビルマで政治化 した理由のひとつも,ここに求められている｡2)同じく南方上座部を信

奉するラオス,カンボジアも,半1丑紀にわたってフランスの植民地支配下におかれた｡こうし

た東南アジアにおける仏教受難時代を通 じて,まがりなりにも,その政治的独立を全うしたタ

イ国だけは, 『信仰の擁護者』としての国王の権威が侵されず, 仏教は,伝統との断絶を経験

することなく,今口に空っている｡それならば,タイ仏教は,その間にいかなる変容からも自

由であったのだろうか｡

リッグスは,19世紀後半に始まるタイの近代化を,名目だけの ｢絶対｣王制が,その桁力の

効果的行使を許す装置をもつことによって実質的な絶対王制-と,自らを強化 して行 く過程と

してとらえた｡3)事実, タイt≡靴ま, 前世紀末から今世紀初頭にかけての20年あまりの間に,国

王の権限が版図のすみずみに及ぶ統治体制の確立に成功したのである04)この政治的変革は,い

わゆる ｢t田谷的秩序｣(anachak)に属するものであり,すぐれて ｢仏教的秩序｣(phutthachak)

に属するところのサンガとは,本来,無縁のものであった｡ しか しながら,南方上座部仏教と

いう単一の原理に支えられた数万の僧侶が,全国をくまな く覆う数千の寺院によって,地域住

民の生活と,物心両面において,深 くかかわり合っている,という現実のもつ巨大な潜在的可

能性が, 王権によって着目されたとき, サンガは,好むと好まざるとにかかわらず,｢冊 谷的

秩序｣の中 へと組み込まれるべく運命づけられていたのであった｡そして,この組み込みの過

程は,改草 の主導権をにぎる国王チュラロンコーンの異母弟であり,当時僧職者として頭角を

現わしつつあったワチラヤーン親王 (KrommamunWachirayanawar6rot)が,法王 (Somdet

Phramahasamana)に就任 し,サ ンガの全権を掌握することによって,さらに加速された｡5)

1897年の末,欧州視察旅行を終えて帰国したチュラロンコーン王は,教育改都の緊急性をあ

らためて痛感 し,ふたたびこれに意欲を燃や したが,弱体な文部官僚は王の期待に応える能力

を欠き,国民教育の全国普及事業は遅々として進まなかった｡そこで,チュラロンコーンは,

2) Bechert(19671:96-99.
3) Riggs(1966):96. 1
4)Tej(1968)は,この過程にかんする一次史料にもとづく好研究である,

51 ワテラヤーン親王50回忌記念事業の一環として,マ--マクット仏教大学が編纂した ｢ワチラヤーン
親王全集｣全14巻 [Wachirayan(1971-a,b,C-･)と略記する]は,同親王のサンガ改革事業研究の根
本史料である｡
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｢最後の手段 として｣6),地方 における教育普及の責任を, サ ンガにゆだねることによって, 事

態の収拾をはかろうとした｡国王の委任を受けたワチラヤーン法王は,異母弟ダムロン内相の

協力を得て,まずサンガの機構 自体を整備 し,それによってサ ンガに課 された世俗的責任を果

たそうとした｡ こうした一連の計画に,法律的基礎を与えたものが,1902年 6月に制定 された

｢ラタナコ-シン暦121サ ンガ統治法｣(phraratchaban-yatLaksanaPokkhrongKhanaSong

Ratanak6sinsok121)7)である.この法律は, したが って,｢-･義的に教育的意義をもつもの｣

であった｡8)それは,同法の施行地域を定めた ｢布!lt,--｣の前文の文言にも示 されている｡9)しか

し,たとえ,その直接の契機が教育の普及という冊俗的目的の達成にあったにせよ,サ ンガ機

構 自体を対象 とするこの法制 ま,やがて,起草者の意図をはるかに越えた,重要な帰結をもた

らすことになったのである｡

結論を先取 りして言 うな らば,｢ラタナコ-シン暦121年サ ンガ統治法｣の制定によって導か

れた宰態は,仏教による国家統制の強化と,タイ ･サ ンガの ｢エクレシア｣化である｡]0)この

法律の施行以来,タイ仏教は ｢国家教会｣(aNationalEcclesia)への道を着実に歩み続 けてい

るといえよう｡ その後この法律は,1941年,1962年の2回にわたって改訂されたが,いずれ

も, 変化 した客観情勢 に原法を適応 させるための modusvivendiにすぎず,その本質は,い

ぜんとして変わ らなかった｡それゆえ,今 日のサ ンガをめぐる種 々の問題は, まず, ｢エクレ

シア｣ となったタイ ･サ ンガの性格を解明することによって,はじめてよく理解できるであろ

う｡本稿は,｢サンガ統治法｣と, その関係法令等の検討を通 じて, タイにおける仏教的エク

レシア成立の状況を解明 しようとするひとつの試みである｡

Ⅰ サ ン ガ 統 治 法 の 制 定

1902年 6月16口, チュラロンコーン王は, ｢ラタナコ-シン暦121年サ ンガ統治法｣ を制定

し, 同年 6月29目付の官報を もってこれを公示 した｡ サ ンガに関する ｢法律｣としては,『三

印法典』所収の ｢サ ンガ令｣(RotPhrasongorKotmaiPhrasong)が知 られているが, これ

は, 1782年か ら1801年にかけ, 折 にふれて布達 されたサ ンガにJ英する10篇の布告を集めたも

6) Wyatt(1969):234.

7) テキス トは Ra-lc舶hizchGnube-h∫a-,Vol.19:214-233;P.A.P.S,Vol.18:399-417;Chot(1965):3.1-
3.20などに見えている.なお,英訳として TheMahamakutEducationCouncil,ActsonlieAdmin･

i∫zratio7iOftheBuddh'51Ordera,ISangha. Bangkok,1963があるが,不適当な訳が多く,利用にあ
たっては注意が肝要である｡

8) 1902年7月25日付 ｢IiangkokTimes｣紙社説｡Ⅴ.Wyatt(1969):305n.

9) Wachirayan(1971-a):42.
10) ｢エクレシア｣の概念については,Nottingham(1954):6201i3;0′Dea(1966):66-71;Johnson(1961):

421→425.
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のにすぎず, 近代的な意味で法律 と呼びうるものではない｡ したがって, ｢ラタナコ-シン暦

121年サ ンガ統治法｣(以下,サ ンガ統治法 と呼ぶ)は,タイ国で制定 された最初の ｢サ ンガ法｣

であるといってよい｡細部の検討に先立ち,まず条文の内容を概観 してみたい｡

｢サンガ統治法｣は,以下の8章45条か ら成 る｡

前文

第 1葦 法律の名称 と施行 (1- .2)

第 2葦 大竹区 (3- 4.)

第 3牽 寺院 (5- 9)

第 4章 住職 (10′-19)

第 5葦 地方区 (20-29)

第 6葦 地方管区 (30-34)

第 7章 州管区 (35-39)

第 8葦 権限 (40-4･5)

まず,第 4条の規定 により全国は, 宗務行政の便宜上, ｢北部大管区｣(khananu且),｢南部

大管区｣(khanatai),｢中部大管区｣(khanaklang)という三つの ｢大管区｣(khanayai)に

分けられた｡各大管区には, それぞれ 2名の大長老が,｢大管区長｣(chaokhanayai),｢大管

区次長｣(Chaokhanarang)として勅任 され,所管地域内の全寺院と全イ削呂とを統轄すること

になった｡1894年以降,正式に ｢ニカ-イ｣(派)として承認 された ｢タマユ ット･ニカーイ｣

に所属する寺院および僧については, これ らの三大管区とは別個に,全国をひとつ として ｢ク

マユ ット大管区｣(khanathammayutika)を設け,同じく,2名の大長老を大管区長および次

長に任 じた｡ 以上の 四大管区の正副大管区長 8名は, ｢大長老会議｣ (mahathcrasamakhom)

を構成 した｡｢大長老会議｣は,タイ ･サ ンガの最高機関であった｡

第 5条は寺院にかんする規定である｡ 全国の寺院は三種類 に分類 され,(1)国王 白身が建立

したか,あるいは勅令によって指定 されたところの ｢王立寺院｣(phraaram luang),(2)私人

が建立 し,勅許を受けた ｢浄 域｣(後述)をもつ ｢私立寺院｣(aram rat),(3)私人が建立 し,

｢浄域｣ を欠 く ｢小寺｣(samnaksong)に分けられている｡ ｢サ ンガ統治法｣の制定に先立 っ

て実施 された ｢サ ンガ現勢調査｣の報告結果を総合すると11),1900年 におけるタイ全国の寺院

数は,北部の旧属蝕地方をのぞ くと,7026寺であった｡ このうち ｢王立寺院｣は,バ ンコクに

76寺,地方 に41寺, 計117寺があるだけなので12),a)こりの6900余寺は,すべて ｢私立寺院｣

ll) Wyatt(1966):653.

12) Wachirayan(1971-a):384-390.
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か ｢小寺｣ということになる｡13)

各寺院には, それぞれ最高責任者として,｢住職｣(chaoawat)と, これを補佐する ｢副 住

職｣(rangchaoawat)が任命された｡｢住職｣は,所轄寺院の動静をつねに把握 して,これを

逐一,上級の僧官に報告する義務を有するものとされ(13条)了 ､輔;内の紛争調停権,屠住許可

権,懲罰権などが与えられた(17条)0

第15条は,｢すべてのビクおよびサーマネーラは,かならず,いずれかの寺院にそo)氏名を登

録 しなければならない｣と定めている｡ この条文は,本法のなかでもとくに重要な規定である

といえよう｡1911年8月29日付の文部省通達は,この条文を受けて,放浪僧 (phrachorachat)

は, 逮捕の上, 還俗を強制されると定めているが14),このことは,つまり,｢サンガ統治法｣

施行以後,タイ国には,いずれの寺院にも所属 しない,自由な独立僧が存在を許されな くなっ

たことを意 味する｡移籍を希望 し,あるいは長期間にわたって本籍寺を離れるビク,サーマネ

ーラに対 し,所属寺院の住職が発給権をもつ身分証明書 (nangs缶sutthi)の携行を義務づけた

第13条の規定は,15条を補完 して,僧の管理体制をさらに強めたものと見られよう｡

第15条とならんで注目されるのは,第16条で,ここでは,寺院の治外法権が明示的に否定さ

れている｡ ｢サンガ統治法｣の解説を目的とした-布告のなかで15),ワチラヤーン親王は, つ

ぎのように述べている｡

｢僧侶は,戒律をもって自らの法としているが,あわせて,国法をも遵守 しなければならな

いo ここで国法とは,とくに僧を対象とした法律だけを指すのではなく,一般の法律をも含むO

僧侶は,これらのほかに,戒律と国法のいずれかにも抵触 しない,社会的慣習をも尊重 しなけ

ればならない｡つまり,僧には,よるべき法が三つある｡すなわち,国法,戒律,および慣習

がこれである｡｣

この言葉は,僧が国法の支配下におかれるべき存在であることを指摘 して,サンガに対する

国家の優越を強調 した発言として,重要な意義をもつ.

中央にある ｢大長老会議｣と,個 々の 寺院を連結する地方組織としては,大/Jf;;区の下部単位と

して,｢州管区｣(khanamonthon),｢地方管区｣(khanamuang),｢地方区｣(khanakhwaeng)

が設けられた｡一般の地方行政区分では ｢郡｣(amphoe)にあたる ｢地方区｣および,後世の

｢県｣(changwat)に近い ｢地方管区｣については,そU)重要性に応 じて,大長老 (mahathera)

もしくは教師 (phrakhr丘)がそれぞれの良となり,さらに上位の ｢州管区｣については,大長

老が長として任命された｡ これらの官職は,いずれも勅任である｡このようにして,バンコク

13) この数は,調査された寺 院の数であり,実際にはさらに大きかったものと考えられる｡
14) Wachirayan(1971-a):60,
15) ibid,:40-41.
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表 1 ｢ラタナコ-シン暦121年サンガ統治法｣に基づ くタイのサンガ組織

人 長 老 会 議

[
｢クマユット派〕

『
〔マ--ニカイ派〕

クマユット大管区 北部大管区 南部大管区 中部大管区
J I J J

州管区 州管区 州管区 州管区
I I l l

地方管区 地方管区 地方管区 地方管区

地方区 地方区 地方区

】 L 暮
寺 寺 寺
F

III
僧僧僧

【 l l
寺 寺 寺
｣

IJL
僧僧僧

1 1 1

寺 寺 寺

l
l1I
僧僧僧

地方区

寺 寺 寺

僧侶僧

と,全国に散在する約 8万人 (当時)16)の僧とを結ぶサ ンガ統治体制の基盤が成立す る｡ 本法

の主務大臣は,文部大臣 (senabodikrasuangthammakan)である (45条)｡ 主務大臣は,地

方官憲と協力 して,各 レベルにおけるサ ンガの長の職権遂行を援助す る責任を負う｡

｢サ ンガ統治法｣は,1902年 7月19目付官報告示を もって,辺境 3州をのぞ く全国14州に施

行され,同時に,14名の州管区長人事が発令 された｡17)

Ⅲ 国 王 と サ ン ガ

王権によるサ ンガ統制の思想は,｢サ ンガ統治法｣の判定 に始まるものではない｡すでに13冊

紀末のスコータイ碑又には,p凸khrd(-phrakhrd),sangkharatなど,僧侶の位階を示す語が

見えており18),また, 僧官任命の記事 もあらわれている｡19)1466年,ボロマ トライローカナー

ト玉が制定 したと推定 される ｢武官･地方官位階閏表｣(PhraAiyakanTamnaengNaThahan

Huamuang)には, ｢仏法 に精通 したプラクルー｣a_)2400か ら,｢いまだ仏法に通せ ざるサー

マネーラ｣の200に至 るまで, 仏教僧に対す る6段階のサクデ ィナー (位階凹)が定め られて

161 前記のサンガ現勢報告によると,1900年度における山家者の総数は7万9656人,内訳は,ビク6万849

人,サーマネーラ1万8807人であった｡V.Wyatt(1966):653.

17) P.K.P.S.Vol.18:425-427;Wachirayan(1971-a):42-43. 適用地域は, I.MonthonKrungthep,2.

MonthonKrungKao,3.MonthonPhitsanulok,4.MonthonNakhonsithammarat,5.MonthonNakhon

Ratchasima,6.MonthonRatburi,7.MonthonPrachin,8.MonthonNakhonSawan,q.Monthon

Nakhonchai<i,10.MonthonChumphon,lL MonthonPhuket,12.MonthonChanthaburi,13.Mon-

thonIsan,14.MonthonBuraphaの14州.なお,州管区長人事については Wachirayan(1971-a):44---

45;P.K.P.S.Vol.18:427-429.

18) 石井 (197トa):14

19) ibid.:15-16
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いる.20)サンガ監腎の任にあたる ｢宗務 司｣(Krom Thammakan)の起原 も,同王の治世に求

め られる｡21)不行跡のビクが,国王の命 によって強制還俗せ しめ られたという事件は,17世紀

末アユタヤを訪れた ヨーロッパ人によって報告されているし22),また,『三印法典』所収の｢サ

ンガ令｣第10にも,128名の破戒僧をサンガか ら放逐 した,という記事が見えている｡23)全国

のサ ンガを南北に分かつ統治方式は, モンクット王 (1851-68)時代には, すでに存在 してい

た｡24)また,1859年の日付を もつ一石'lr,'･は,破戒僧の強制還俗,寺院l上住者oj登録義務,サー

マネーラの年齢制限など,11条にわたるサンガの運営規定を,∫己したもので,そOj内容は,後世

のサ ンガ統治法を 予見 させ るものがある｡25)

しか しなが ら,これ らの史料を注意深 く検討するならば,その対象とする寺院なり僧な りが,

いずれ も, ｢王立 寺院｣ない しはその ｢所轄 (?)寺院｣(WatKhdn)に限定 されていたことが

判明する｡26)僧官の任命についてみて も,王立寺院についてのみ行なわれていたという史実を

合わせ考えるな らば27),国王の支配が及んだ 寺院は,王立寺院というきわめて少数の,特権的

寺院だけに限 られていたといえよう｡ しか もその王立寺院は,チャイナ- トか らペブ リーまで

の,首都周辺の畿内諸国に限定 されていた｡28)全国に分布 し,その数において,王立寺院をは

るかに陵駕する私立寺院は,まった く未組織のまま,地方の有力者や住民の支持を受けて,個

個に存在 し続けていたものと考え られる｡29)

｢ラタナコ-シン暦 121年サンガ統治法｣制定の意義は,『宗教の擁護者』 としての国王の権

威が全国におよび,整備されたサ ンガの官僚機構を通 じて,首都の大 寺院か ら辺境の-小寺に

いたるまで,すべての寺院と僧侶とが王権の支配下におかれる体制の基礎が築かれた点に求め

られ る｡1898年に出された ｢地方教育の整備にかんする布告｣は,｢すべての僧に,国王の擁

護をおよぼすJという表現oyFに,全国の寺院,僧侶を,王権の統一的支配下におこうという

思想の表明さjlた最初の公文書であった.30)この布告は, その名称か らも想像されるように,

20) K.T.S.Vol.I:262.

21) Yen((1962):6517;Wales(1965):80.

22) DelaI.oubとre(1963):115;Gervaise(1928):83.

23) 石井 (1970):459

24) Yen(1962):72

25) p.p.R.S.(2401/4):149-172.(:f.Yen(1962):72J73.

261 たとえば,注25に引用したテキストを見よ｡WatKhunの語義は不明｡

27) Wales(1965):243.

28) Wachirayan(1971-a):384-390に,1915年現在の全王立寺院名が収録されているが,いずれも畿内の

範囲に入る｡ ただし, ピサヌローク,およびナコンシータマラー トという南北両 ｢鎮守府｣所在の二人

寺は例外とする｡

29) Wyatt(1966):327n.

30) HPrakatchatkanlaorian naihuamuang" P.K.P.S.Vol.16:44ト417,quoted and translated in

Wyatt(1966):310& 638.
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サンガ組織を利用 して,初等教育の統一カリキュラムを,全国的規模にまで普及させようとい

う計画を述べたもので,4年後に制定された ｢サンガ統治法｣の先駆をなすものである｡

さて,｢仏教的秩序｣とは,｢世俗的秩序｣の中に包摂されながら, しかもなお,それ自身の

秩序を主張 し続けることによって, ｢世俗的秩序｣との問に, つねに緊張関係を作り出すこと

を本質的特徴としている｡｢仏教的秩序｣の本質は,その超俗性にある｡｢信仰の擁護者｣であ

る国王に課せられた使命は,サンガの超俗性を失わぬよう配慮することである｡国王は,サン

ガに物質的援助を与えて,その繁栄をはかると同時に,サンガの冊往化を監祝 し,破戒僧など,

サンガの超俗性をそこなう要素が見出されたとき,還俗を強制してこれを排除 し,サンガの超俗

性を守ろうとする｡これが,いわゆる,国王による仏教の ｢擁護｣(phraboromarach缶patham)

と呼ばれる行為である｡ しかし,こうした ｢擁護｣は,しばしば,国王の側から一方的に与え

られ,たとえそれがサンガにとって不当と思われる場合でも,サンガは ｢覆鉢の行為｣のよう

皮,間接的な抗議手段 しかもたないので,Efti]王の ｢擁護｣の拡大に対 しては,つねに警戒的に

ならざるを得ない｡｢すべての僧に,国王の擁護をおよぼす｣ とは, サンガにとっては,それ

まで,数少ない王立寺院にのみ限定されていた援助, したがってこれと裏腹の関係をなす国王

による統制が, 巨大な範囲に対 して,際限なしに拡大される危険を意味した｡31)この布告の出

る2カ月前, ワチラヤーン親王は,｢サンガに対 して,宗務司に支配されている,という印象

を与えないよう注意しなければならない｡これはきわめて重要である｣と警告 しているのは,

サンガの危慎を先取りした発言と見ることが出来よう｡32)それにもかかわらず,1田谷的秩序の

強大な要請は,サンガの意志とは矧謁係に,その組織化を着々と推進 して行くのであった｡

m 王権によるサンガ支配の構造

｢サンガ統治法｣を基本法とする諸法令とその細則であるサンガの内部規則は, 地方行政制

度の発展と平行して,つぎつぎと整備され,その結果,1920年代の中ごろまでには,タイのサ

ンガはかつて見 られぬほど高度な集権体制を確立するにいたった｡こうして成立したサンガ統

治の構造を, (a)サンガ-の加入規制の強化, (b)サンガ官僚制の成立, (C)正統的教理の確

宜,という三つの側面をとらえて,個別に検討を加えてみたい｡

(a) サンガ-の加入規制の強化

前述 したように, 王権による仏教 ｢擁護｣oj目的が, サンガの｢清浄｣(Khwam 13orisut)

31) Wyatt(1966):310

32) ibid.:316-317.
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すなわち,その超俗性の維持にある以上 サンガに加えられる統制は,その超俗性を侵すこと

なく,かえってこれを強調する方向へと働 く｡サンガに対する ｢擁護｣は,それゆえ,王権に

とっては双匁の剣である｡なぜなら超俗的なサンガは,被治者人衆にとってはまことに魅力に

富んだ聖域となるか らである｡たとえば,サンガには篠役義務は課されなかった｡ したがって

これを放置 しておくときほ∴ 王権の支えである人力がかぎりな くサンガに流入 して,ついには

人的資源の枯渇を招 く危険を/巨.じる可能性が存在する.サンガ-の加入に対 し,王権がつねに

規制を加えようとしたのは,､.'I然のことといえよう.たとえば,モンクット王は,24才か ら70

才まで0)男 予に出家を禁 じたOまた24才に適 したサーマネーラに対 しては,具足戒を受けてビ

クとなるか,還俗するかの選択を迫 った｡33)｢サンガ統治法｣施行以後では,1913年に,｢国に

よって戚課された義務を怠る者｣を含む,出家不許可者の条件が定められている｡34)

このような出家志望者の資格制限ojほか,サンガへの加入儀礼執行者に対する規制と,加入

儀礼の適法な執行場所としての ｢浄域｣設定に対する規制が王権の手で行なわれた｡以下,順

を追 って検討を加えよう｡

i) ｢和尚｣に対する規制

ビクを志願する者は,律の定めるところにしたがって,まず,師とすべき ｢和尚｣(Upatcha)

を求めなければならない｡35)｢和尚 ｣を定めずに出家することは不可能であるか ら,｢和尚｣の

資格や責任範囲の限定は,サンガへの加入規制にとって,有効な手段となる｡

パー リ律には, ｢和 尚｣となりうるビクの資格として,法隠10年以上など,合計88の項 目が

規定 されていた036)タイでは,｢和尚｣の資格は,かならず Lも明確ではなかったが,1913年,

｢和尚の任命にかんする布 告 ｣37)が定め られノ,さらに,その細部規則が制定 された｡38)その内容

を見 ると, ｢品行方ll:_であり, 僧俗双方に倍頗される人物で,善良なるビクを教育するに足る

十分な知識を有 し,受戒o)作法にも精通 した,法膿10年以上｣という資格に合致するビクの申

か ら候補者を選び, 申 央においては文部大臣が,地方においては各地方長官が審査の上,これ

に ｢和尚｣の資格を与える (｢布曾｣第 2,4条,｢サ ンガ規則｣第 1項)｡ 正式に ｢和尚｣の資

格を持たないビクが,｢和尚｣として得度を与えたことが判明した場合には,強制還俗,謹慎,

33) "Prak畠tr缶ang theraChanthaeng phtimichd laeonipaiI°eh云m ma主hatbuatkun)abutayu

phon24th也ng70pentherapenmen"inP.K.P.S.Vol.5:36--38,Seealsoibt'd.:44A5.

34) "Prak畠tr正ang tang upatchaya"in P.K.P･S.Vol.26:172--176および "Kh6AnatKh6ngkhana

sonLrn払ng(､hakprak畠=anL"lr)呈】tChayElinRat,iapJ3orihan(1934):160163.

35) 佐藤 (19631:2O6-209.

36) 2'bid.;258-259.

37) "Prakattangupat(､haya" 注34参照｡

38) "Kh6豆natkhongkhanasong-I" 注34参照0
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強制移転などの懲罰が加え られた (｢イ侶㌧｣第 12,15条)｡その事例としてよく知 られている0)

は,1915年頃に発焦 した,ランプーン県 リー郡t))侶プラ ･シーウィチ ャイ (ニクルバー ･シー

ウィチ ャイ)の謹慎 事件である｡かれは,チェンマイ郊外の名利 ド-イ ･ステープ寺に至 る長

大な参道建設者として著名な僧であるが,1915年ごろ和尚のi'/i'格な しに多数の者 に得度を与え

た罪などに問われ,2が 描乱 ランプーンの某､封こおいて謹恒を命 じられた｡3q)プラ ･シーウ

ィチ ャイは,申邦タイの仏教とはやや伝 承を異にする北タイtJ),いわゆる ｢ユアン(Yuan)派｣

に属する佃であった｡ したがって,そのかぎりにおいて,かれの行紬 ま一概に非難できないo

しか し, ｢サンガ統治法｣が施行 されているという状況下にあっては, プラ ･シーウィチャイ

の行為は,明らかに違法であった. この酎隼は,タイ ･サ ンガU)｢エクレシア化｣が進行 して,

もはや,地方的教派の存在を容認 し得ない段階に到達 したことを示す ものとして注目される｡

ii) ｢浄域｣設定にかんする規制

｢浄域｣とは,wisungkhamasima(パ visumgamasima)の訳で,略 して simaと呼ばれる｡

しか し, この語は,わが国で ｢界｣と訳されているものよりも狭 い概念で40),む しろ ｢戒壇｣

に相当す るものであるが, ｢在薩堂｣ の鳩因とも合致する｡ サンガへの加入儀礼であるウパ ソ

ンポ ット(upasombotくパ upasampada)は, こCJj｢浄域｣a)車で執行されなければ有効と認

められない. したがって,｢浄 域｣a)設定を規制することは, サ ンガへ0)加入規制の手段とし

て役に宜つ｡

｢サ ンガ統治法｣第9条によれば, 私人が 寺院を建立しようとする場合, 最初に与えられる

勅許は,｢浄 域｣を欠 く- したがって,佃の再/i産能力を持たない- ｢小寺｣である｡ これ

を ｢浄域｣ujある ｢私 立寺院｣に格上げするためには, ｢浄域｣鵜設定につき, 県知事または

ればただちに送 られて くる｣41)といった安易な ものではな く,種 ,々 厳 しい条件が付されてい

た ｡

(I)) サ ンガ′封褒制uj成 立

近代tr僚r抑こおいては,冒僚の職務執行は,習得叶能な一般的規則に基づいて行なわれる｡

タイのサ ンガにおいて も,近代官僚制を特徴づ ける一速uj規則郡が存在 していた｡練 り返すま

で もな く,その基本法は,｢ラタナコ-シン暦121年サ ンガ統治法｣である｡ この法律を補完 し

三m) Keyes(1971):557-558;Wachirと1yan(lt)7]-I))::Sol3O7.

40) ｢浄域｣の面も-i･は,特別の場合を除き,帖80m,長さ120m を越えることができない｡
(See =Pr∈lmahasamananiyom rtiantlkankh6 1〕hrarat(､hこIth云n tlLliwisungkham･,lSima,"in Rabiajh

Borihan(1934):234.)
41) RabiapBorihan(1934):234.
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て,｢法律｣(phraratchaban-yat)-た とえば,｢第一大罪の処理にかんす る法律｣42), ｢イ侶5'･｣

(Prakat),｢省令｣(KotSen畠bodi),｢通達｣(ChaengKhwam)などが,政府o)手で定め られ,

さらにその細 目の規定 と して ｢法王命令｣(phramahasamananat),｢サ ンガ規則｣(Kh6m at

kh6ngKhanaSong)などが,サ ンガ 自身によって定め られた｡

これ らの規則を運用 して,サ ンガを運営す る官僚-すなわち僧'酎 こは,ビクU)中か ら有資格者

が,上位者の推挙を うけ,国王によってそれぞれの官職 に任命 された.侶官U)｢′El,'職｣(Tam-

naeng)は, ｢大長 老会議長｣を最高位 とし, ｢副住職｣を最下位とす るLl段階o)｢行政職｣に

分かれ, これ らが,サ ンガ官僚制 の行政蓉僚を構成 した (表 2)043)このほか, もっぱ ら僧侶の

教百に従事す る ｢教百職｣の僧官があ った｡(表3)

表 2 ｢1912年改訂サンガ官職豪｣(行政職)

(ll サコンサンカパ リナヨック (人長老会議々長)

(2) チャオカナ ･ヤイ (入管区長)

(3) チャオカナ ･ロン (大管区次長)

(4) チャオカナ ･モントン (州管区長)

(51 ロンチャオオカナ ･モントン (州管区次長)

(61 チャオカナ ･ムアン (地方管区昆)

(71 ロンチャオカナ ･ムアン (地方管区次長)

(81 チャオカナ ･クエン (地方区長)

(り) ロンチャオカナ ･クエン (地方区次長)

(1()) チャオア-ワ- ト (住職)

(lll ロンチャオア-ワ- ト(副住職)

表 3 ｢l()12年改訂サンが誹職長J(教育職)

(1) カナ-チャーン･エーク (-･級教授)

(2) カナ-チャーン･トー 仁二級教授)

(3) カナ-チャーン･トリー (三級教授)

(4) アーチャーン･ヤイ (ll:.教師)

(51 ア-チャーン･ロン (剖教ri両

侶官には,俗人U)｢バ ンダーサ ック｣(爵位)に相 ､r'Tす る ｢サマナサ ック｣があったが, ワチ

ラヤー ン親1-.は, これを rクーナ ン ドン｣ (位階) と呼びかえた｡44)位階はすべて国王によっ

て 与え られ る｡大別 して,SomdetPhramahasamana,SomdetPhrarachakhana,Phrarachえー

khana,Phrakhrd に'Jlけるが, これ らはさらに糾分されて, 全体では21階級に分類 された｡

42) "phraratehal'an'yatathikonprathom parachikpho.so.2463"P.K.P.S.Vol.33:12-14

43) Wachirayan(1971-a):327-…338.

44) Lol･ci/,
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これらの榊 皆は, 儀式の際に把持する ｢位階扇｣(phatyotsamanasak)の種類によって表示

される｡45)

僧官には,官職と植階の複雑な組合せによって,毎月,｢常施食｣(nitayaphat)と呼ばれる一

種の給与が支給 (thawai)される01913年制定C/)｢常施食定率表｣によれば,たとえば ｢州J'lt'/;,.I

区長｣は月額 22-28バーツ, ｢地方LxI長｣は, 同じく6-10バーツの ｢常施食｣ の支給を受

けた｡46)

かつては,僧官の官職と位階との問に,高い相聞が見られたという｡たとえば ｢ソムデ ット

･プララーチャーカナ｣の位階を持つ僧は,同時に, ｢入管 区長｣であった｡ ワテラヤーン親

王は,官職を位階から分離 した｡その結果,後者はただ身分の上下のみを示す指標となり,冒

職につ く候補者の選考にあたってほ,本人の能力が規準とされ,能ノJある僧 (phraphdsamat)

に,高い官職への道がひらかれた｡47)こ0)措闘 ま, タイ ･サンガの官僚制化の-指標と見るこ

とが出来よう｡

(C) l仁続的教理の確立

｢(カ トリック教会においては)教会が(聖書oj)公式o)解釈を与えるのであって,信者が公然

と用いうる聖書は,聖職者が注釈 し承認 したテキス トに限られている｡カ トリック信者にとっ

て信じうる書物は,その内容がほとんど常に本明りょうで非常に多種多様に解釈されやすい聖
カ テ キ ズ ム

書よりも,むしろ聖伝の簡潔な要約苦であって数百的な書物でもある公教要理なのである｡｣48)

Duroselleのカ トリック教会にかんするこの指摘は,｢エクレシア｣化 したタイ ･サンガについ

ても,ほぼ妥当する｡49)

タイの僧侶のすべてが,パー リ譜に通暁しているわけではない｡パー リ語を解さない僧にと

っては,パー リ語をもって書かれた経典は,儀礼の際に読諦する意義不通の呪文と変わるとこ

ろがない.また, ｢教理学｣(rianPariyattham)と呼ばれる ｢教理研究｣も,実態はパー リ語

a)学習にすぎなかった050) したがって,一般C/)僧が仏教々理の系統的理解を得る道はほとんど

聞ざされていたと言っても過言ではない｡タイuj仏教に,たとえ正統的教義が伝承され存在 し

ていたとしても,その教授と学習の有効な手段を欠く以上,それはなきに等 しかった｡

こうした憂慮すべき状態を改善:･しようとして,ワテラヤーン親王は,とくに,習慣に基づい

て出家する短期出家者の教育を目的として,｢ナワコ-ワ- ト｣(Nawak6wat)と題する教理教

45) ibt'd.:339-346.
46) ibid∴350-36].
47) ibz●d.:33ト332.
48) デ ュロゼル (1976):14
491 タイのサンガにおいてほ,｢教皇の不謬性｣(infallibil]'tas)が明示されていない｡
50) Wa(二Ilirayan(1971-a):]23.
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科音を著わした｡51)チュラロンコーン土は,本書の出現を,｢(教理の)要点を甜 姦し易 く配列

してあり,lri確な教授を期待できる,新参ビク学習用に有益｣と賞賛している｡52)1911年,ビ

ク,サーマネーラの教理にかんする知識の水準を向上させるため,伝統的なパー リ語試験と平

行 して,タイ語のみによる ｢教理試験｣(S6pnakthan)の制度が導入された｡53)ワチラヤーン

親王の ｢ナワコ-ワー ト｣は,新設の ｢教理試験｣の最初の,そして最重要の教科書に指定さ

れた｡ その後, 試験制度に若干の変遷はあったが,｢ナワコ-ワ- ト｣は,今日もなおタイ語

で書かれた最も簡潔にして権威ある教理苦であり,仏教国家試験 (SOPSanam Luang)の第-

の苦としての地位を失っていない0 本書は, 1929年に創始された,在家者ojための ｢教理試

験｣(SOPThammaSdksa)においても, 同様に, 基本教理苦として取扱われている｡｢ナワ

コ-ワ- ト｣は, したがって,カ トリックにおける ｢公教要理｣に比すべき付帯を,タイ仏教

の車 に占めているいうことができよう｡

ワチラヤ-ン親王は,本書のほか,｢教理試験｣用o)指定教科吉として,｢仏教聖句集｣,｢イ_/i

伝｣, ｢戒律の根本｣などを著わした｡ ｢教理試験｣に用いられる指定教科,琴は,一･,二の例外

をのぞき,すべてワチラヤーン組王の筆になるものである.54)

｢教理試験｣は,1922年までに,｢初級｣(NakTham Tri),｢中 級｣(NakThan Tho),｢上

級｣(NakTham 邑k)の三階級が馴 持された｡ 重要な変化は,これ以後,｢教理試験｣の合格

が, 伝統的な ｢パーリ語試験｣の資格要件とされたことである｡すなわち,｢パー リ言吾3段｣

受験者は ｢初級教理試験｣,｢パー り語4段｣受験者は ｢中 級教理試験｣,｢パー リ語 7段｣を受

験 しようとする者は ｢上級教理試験｣にそれぞれ合格 していることが, 受験資格とされた｡55)

｢パー リ語試験｣合格者は,｢パ リエン｣と呼ばれ,国王から ｢常施食｣を下賜され,社会的尊

敬を受けていた｡この試験に合格することは,サンガ内における昇進の手段でもあった｡それ

ゆえ,｢教理試験｣の権威は,｢パー リ語試験｣の前提となることによって決定的となったとい

えようoサンガに lL_まる以上,少なくとも ｢教理試験｣に合格することがビクの目標となった.

大部分のタイの僧には,教理試験の準備以外に教理を学習 しようとする誘因が存在 しない｡な

ぜならば,試験の回答に要求されるのは,指定された教科書の内容のit:.棉;な再牲産であり,敬

理の自由な解釈は.rr･されていないからである｡余力ある者は,非公認の教理書を学ぶより,さ

らに上級の教理試験なり,パー リ語試験の合格を目指すであろう｡かくして,ワテラヤーン親

51) Wachirayanawarorot,Krom Phraya:Nawahou,az(58thed･). Bankgok‥MahamakutRatchawittha･

yalai,1956.
52) Wachirayan(1971-r):74.
53) Ishii(1972):53
54) Ishii(1972);56-57に,｢教理試験｣の全指定教科書のリストが掲げられている｡
55) ibid.:54
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王の ｢神学｣は,教理試験を媒介として,完全にタイ仏教の正統的教理としての地位を確立 した｡

Ⅳ 在 家 者 と サ ン ガ

仏教の直経的数理は,無常であり,無我であり,苦二に満ちた,輪廻流転の ｢此岸的｣世界を

解脱 して,｢彼鼎 杓｣な,ねはんの境腔の申に永遠の空福を見出す道を教示する｡

｢これは苦であり,これは苦のおこりであり,これは苦の消滅であり,これは苦の消滅に至

る道であると,-Ill.しき知恵によって知る,これをjI:_道という｡これこそは,人を苦の消滅へと

導 く行為の準則である｡｣(Nawak6wat:42)

しか し,タイ0)民衆は,｢彼岸的｣境地に魅力を感ぜず,かえって ｢此作的｣世界にとどまる

ことを好み,この苦楽の世における相対的幸福を追求 しようとする｡かれ らの求める ｢救済財｣

は,｢長寿,根康,安穏,威力を祈念する｣という成句の申 に,集約的に表現されている｡

タイにおける在家者o)信仰形態には,｢功 徳追求型Jと,｢穣災招福型｣a),ふたつ0)タイプ

を識別することができる｡56)両者の根本的な違いは, これ らの ｢救済財｣の追求 される時間的

次元の差である｡すなわち,前者においては,それが,輪廻転/i._a)境涯という次元において追

求されるのに対 し,後者においては,関心の焦点 が, もっぱらこ0)町こ0)場に向けられている

という違いである｡

こうした在家者の信仰形態に対 して,サンガは,どのようにかかわり合い,そのサンガo〕｢エ

クレシア｣化は,両者の関係をどのように変化させたのだろうかO

さて, ｢功徳追求型｣仏教の実践形態は,｢タン ･ブン｣(than bun)である.輪廻的111:界に

おける人間の幸福が,｢ブン｣(功徳)の多寡によって左右 される,と信ずるタイ0)民衆は,｢タ

ン｣(精)rブン｣(徳)に,そ0)宗教的情熱を仰 ナる｡ しか し ｢タン ･ブン｣は,なによりも,

まずその効果が保証されていなければならない.サ ンガは,‡Llらを ｢｢冊口無上の福田｣と規定

することによって,民衆の信仰実践に,た しかな根拠を与えた｡サ ンガに対する奉仕にまさる,

確実な ｢タン ･ブン｣はないのである｡人々は,サ ンガこそ自己の ｢ブン｣が実 り育つ ｢福円｣

であると信 じてサンガに供養 し,あるいは, 自ら剃髪,受戒 してサ ンガの成 員となる｡ここで

は,出家さえもがその鋸義を失って,輪廻的 頂理に基づ く,it訓券の ｢タン ･ブン｣として理解

されている｡

一方,｢穣災招福型｣の仏教においては,=常雄活における幸福の増進,災禍の被除が,仏教

的表現形式をとったさまざまの呪術的手段を通 して追求されるo それは,たとえば,サ ンガに

5(～)石持(1971b):4ト47.
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よる ｢プラ･パ リット｣a),涌H.[は ,｢ナム･モン (聖水)｣C))吉和茂であり,サ ンガによって ｢入魂｣

された ｢プラ ･クルアンダ(護身仏)｣である｡人々にとって,これ らの呪術ない し呪物が,霊

験を もち, ､神話の増進,災禍o)抜除を もた らすと信 じられる刷 ま,それがサ ンガrl休oj霊威を

分有 し,その霊威が,呪術的o)手段によって人 々に転移され ると考えられているからである｡

それならば,サ ンガが ｢福吊｣であり,霊威の根源であるという保証と,その徴候はどこに

求め られる｡)であろうか｡タイのサンガは,偉大なる教祖ブ ッダの教説の正当 な継承者である,

と人 々は信 じている｡このEL1.当牲信仰o)申 に,｢福江j｣の保証があり,霊威oj根源が存在する｡

つぎに,そC/)徴佃 ま何か｡それは,サ ンガo)｢清浄性｣である｡そ して,サ ンガU_)｢清浄性｣

は,す ぐれて, lE:.しい持戒C,)申に求められる損であるo

上述 した, リーcJj僧プラ ･シーウィチャイが, ド-イ ･ステープ .fj-･への参道を建設 しようと

発噸 したとき,何 行何千という民衆が , 金を寄進 し,労力を提供 して協,力を惜 しまなか ったた

め,参道は,質金資財の調達に,まった く心をわず らわせることなく完成 したという057)これ

は,プラ ･シーウィチャイ0)I恒こ,人 々がカリスマ的資質を見出 したか らにはかならない｡

ラ ･シーウ ィチ ャイが酬 l:.された最大o)理由はここにあった. ｢和尚Ja)賀栴云々は, 弾圧cJ)

ための｢｢実にすぎなかった｡

個人 カリスマを持つ侶〟)存在は,む しろ例外的状況であろう｡ もし個人¢)カリスマがなけれ

ば,民衆の信仰が成常 しえないとした ら,タイの仏教はおそらくすでに減び去っていたに相違

ないoそれが今日まで繁栄を保っているojは,個人のカリスマのLtl用は いった擁倖にではな く,

より持続的ななにかに民衆の信仰の根拠がおかれているか らであろう｡さきにわれわれは,サ

ンガの清浄 性が,-一一これが民衆の信仰の支えなのであるが--ビクの持戒の車にあることを見た｡

ブッダo)正､F']なる継覇者であるサ ンガは,ir:_しく持戒するビクの存在によって,その-1I:.当性を

保持 し続けるのである｡ サ ンガを支える者は偶人のカリスマではない｡ ｢カ リスマ的資質｣を

有するのはサンガ自体であるoL仁しく受戒 して,サ ンガの成 員となり,持戒牲活を送るビクは,

まさにかれのそcJ)行紬 こよって,｢官職 カリスマJを獲得するのであるOこの ｢甘職カリスマ｣

を基軸として,艮衆の信仰は展開するO

｢サ ンガ統治法｣は, ｢偶人 カリスマ｣の否定である｡ こU)法律は,ただ佃侶o)｢官職カリス

マ｣のみが, 民衆の信仰の支点となる伏況を珪み出 した｡ その結果,民衆は,｢教会の外に救

いを見出すことは不可能｣(Il二Xtraecclesiam nullasとllus)となった｡ これはタイの仏教に安定

をもた らしたが,同時に,精気を失わせる原関ともなったのである｡

571 Set;l&Ul)(tom (1り()i):2り5.
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む す び

タイ国には ｢文化仰 こ過去との断絶がない｣ (nobreak withtheculturalpast)といわれ

る｡58)19世紀後半の危機的時代を通 じて, 政治的独立を失わなかったタイ因では,･『宗教の擁

護者』としての国王の座はゆるがず,仏教サ ンガは,かわ らぬ悶王の保護の下に繁栄を続けた｡

こうして見かけ上の連続性にもかかわ らず,タイ仏教は,前世紀か らノ州L･紀にかけて,大きく

変容 したOそれは,サ ンガに対する王権の統制が強まり,サ ンガo)｢エクレシア｣化が進行 し

たことである｡ 今日のタイ ･サ ンガに見 られる斉-性は, この過程の所産であり, ｢ラタナコ

-シン暦121サ ンガ統治法｣の論理的帰結 と見 ることができよう｡
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